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ネットワーク会議資料② 

 

「協議事項」 

 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築について 

 

＜趣旨＞ 

八女市において「にも包括」を推進していくためにどのような取り組みが必要か、日々精神障害当事者に

関わっておられるリーベルネットワーク会議の皆様のご意見をまとめていきたい。 

 

＜協議方法＞ 

グループワークにて意見交換を行い、全体共有し意見を集約する。 

①グループワーク（25 分）司会、記録、発表者を決めて始める。 

②全体共有（20 分） 

 

＜協議内容＞ 

国が示している「にも包括」を構成する要素は以下の 7 項目です。 

①地域精神保健及び障害福祉 

 それぞれの立場で、精神障害当事者の方々にどのように関わっているか。また苦労している点や工夫

している点はあるか。 

②精神医療の提供体制 

 精神科医療機関と連携を図るうえでの工夫や課題があるか。 

③住まいの確保と居住支援 

 八女市において住まいの確保について課題があるか。居住支援に関する取り組みの必要性を感じてい

るか。 

④社会参加 

 社会的な孤立を予防するため取り組むべきことは何か。 

⑤精神障害を有する方の家族等 

 家族支援に関して取り組んでいることがあるか。どのようなことに取り組むべきか。 

⑥人材育成 

 「本人の困りごと等」への相談や伴走し、支援を行うことができる人材及び地域の課題解決に向けて関

係者との連携を担う人材の育成と確保が必要である。 

 

⇒八女市で「にも包括」構築のための協議を進めていく上でどのような機関が参画するとよいか。 
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